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新元号とともにスタート
　令和元年5月、新元号の施行とともにShobai Lab.
はスタートしました。商業分野の支援や商業経験の
ある中小企業診断士を中心に10名で構成されてい
ます。当初は7名でのスタートでしたが、この数か月
の間に新たに3名の方に入会していただきました。特
に、入会制限は設けず、兵庫県協会会員であり、中
小企業診断士として研鑽に励む強い意志のある方
であれば分野を問わずどなたでも門戸を開いており
ます。
「調査研究事業」をきっかけに発足
　研究会の設立は、昨年実施した調査・研究事業が
きっかけです。今年2月の調査・研究事業報告会の
際に、ある理事の方から「これを機会に研究会を立
ち上げれば？」とお声がけいただきました。それまで
は、その気は毛頭ありませんでしたが、調査・研究
チームをこのまま解散してしまうのも心残りという思
いもあり、メンバーに提案し、設立に至りました。設
立に際しては、特に難しい手続きも費用も必要なく、

簡単な会則と研究会の目
標・コンセプトを定め、全
員の合意のもとスタート
いたしました。悩んだの
は、会の名称です。どのよ
うなものがいいのかあれ
これ議論しましたが、これ
までにない新しいイメー
ジにしようということでメ
ンバーの1人から提案の

あった「Shobai Lab.」に決定しました。それだけで
はわかりにくいため、あえて商業研究会もかっこ書き
で追記することにしました。
毎月第3木曜日に活動
　定例会は、原則として毎月第3木曜日とし、これま
で、キャッシュレス決済や商圏調査についての勉強
会、食品スーパーの支援事例、文具店の実例紹介等
をテーマに、3回実施しました。まだまだ、会議室での
討論が中心ですが、将来的には、先進事例の視察や
支援実務に役立つマニュアル作成等も行っていきた
いと考えています。文字通り、商業について研究する
会ですが、商業のみに特化せず、広くマーケティング
や地域活性化、まちづくり等についても研究の機会
を設けたいと考えています。また、研究会独自で実践
的にビジネスに取り組むことも視野に入れています。
　新しい時代、令和の始まりとともに発足した研究会
として、協会活動に新しい風を吹き込む存在をめざし
て活動してまいります！

★新しい研究会をつくろう
「興味」と「熱意」があれば、誰でも始められま
す。まずはメンバーを集め、会則、目的・コンセ
プトなどを決めましょう。協会の公式研究会は、
ウェブサイトや機関誌などに活動報告や会員募
集の呼びかけを掲載できるようになります。自ら
の腕を磨き、見識・知見を高めるための最適の
場となることでしょう。設立が決まったら、協会
事務局までご一報ください。

新研究会「Shobai Lab.」が設立新研究会「Shobai Lab.」が設立
　本年度、当協会に新しい研究会が発足しました。中小企業診断士の武器のひとつである情報やノウハウ、業種・
業界に関する知識などを仲間で共有することで自身の「強み」やネットワークの強化にもつながります。今回は、新
研究会「Shobai Lab.（商業研究会）」の代表・木之下尚令氏に、設立のきっかけからこれまでについて語っていた
だきました。

研究会のロゴ
商いの福神“えびす様”と
鯛をあしらっている
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　空き店舗問題等地域商業が抱える問題は、長
きにわたり地域全体の活性化の足かせとなって
きた。平成30年度の調査・研究事業では、地域活
性化に資するため、中小企業診断士としてどのよ
うに地域商業の課題解決に取り組むべきかにつ
いて、実践的な事例研究を通じて考察を重ねて
きた。

1.　調査研究の目的と仮説の設定
　地域に人が留まり、回帰するためには地域内に
おいて経済が自律的かつ円滑に循環する仕組み
が必要であり、その仕組みの中で地域商業が果
たすべき役割は大きい。しかし、三大都市圏を除
く地域商業の多くは、疲弊の一途をたどってい
る。中でも空き店舗問題は地域商業の疲弊を助
長する由々しき問題であり、様々な対策や支援が
講じられてきたにもかかわらず一向に解決の兆
しがみられない。今般の調査・研究事業では、空
き店舗問題にスポットをあて、地域商業が抱える
本質的課題を明確にするととともに改善の方向
性を提示することで地域商業の復活と再生の一
助になることを目的として、以下の仮説を立てて

調査研究に臨んだ。
【仮説】
⑴地域商業の低迷の真因は、外部要因ではなく
地域商業組織やそれを構成する個店といった
内部要因に帰するところが大きい。
⑵地域商業は多岐にわたる問題を抱えている
が、それらが複合し表出した現象が空き店舗で
ある。
⑶空き店舗問題が一向に解決に向かわないの
は、対策そのものに問題があるのでなく、問題
と対策の間にミスマッチが生じているためであ
る。

2.　地域商業の現状と政策
　商業統計調査（経済産業省）によると小売業事
業所数は、1982年をピークに一貫して減少して
おり、特に個人事業所の減少が著しい。また、商
店街数も1994年から2014年の20年間で約
1590箇所が消滅している。その他、増加傾向に
あるショッピングセンターにおいてもテナントの
退店数が出店数を上回り始めるなど厳しい状況
に直面しつつあり、なかでも物販店は減少傾向

地域経済の自立的循環に資する
地域商業再生支援のあり方（前編）
地域経済の自立的循環に資する
地域商業再生支援のあり方（前編）

　平成30年度の調査研究事業は「地域経済の自立的循環に資する地域商業再生支援のあり方」でした。
すでに、報告会や理論政策更新研修の場で概要をご紹介してきました。ここでは、そうした場でご紹介し
きれなかった内容をお伝えします。（平成30年度調査研究事業 メンバー・木之下尚令）

小売事業所数の推移（経済産業省「商業統計」より）
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にある。一方で、ECの市場規模は拡大を続けて
おり、2010年から17年の7年間でその規模は2
倍以上になっている。この傾向は今後も続くもの
と推測され、それに伴って小売店舗数の減少が
加速することは容易に想像できる。このような状
況下にあって、国もこれまでの中心市街地政策
や商店街政策の行き詰まりと見直しについて言
及するなど自らが講じてきた商業政策の有効性
について疑問を呈している。一方で、今後国が取
るべき重要な政策の第1に「空き店舗情報の提供
等」をあげており、空き店舗問題を国策として取
り組むべき重要課題として位置付けていること
が注目される。
　また、空き店舗問題は、国のみならず各自治体
においても積極的に対策が講じられており、兵庫
県においても県および各市町において商業政策
の重要課題と位置付け、空き店舗解消に取り組
んでいる。

3.　空き店舗問題の現状
　空き店舗問題の現状を客観的に俯瞰するため
に、国（中小企業庁）による調査報告を参照すると
ともに県内の商工会・商工会議所に協力を得て
調査・研究チーム独自で空き店舗問題と対策に
ついてアンケート調査を実施した。その結果、空
き店舗対策支援の問題点および課題として以下
の点が明らかになった。

（1）問題と対策（支援施策）とのミスマッチ
　空き店舗状態が続いている原因および空き店
舗が解消されない（されにくい）理由について約
半数が「商店街のにぎわいがないため」と認識し
ているが、支援側が実施している施策は、新規出
店者に対する家賃や店舗改装に係る費用面での
補助が大半を占めている。つまり、「空き店舗状
態が解消されない」という“病状”の根源が「商店
街ににぎわいがないこと」であるのに対し、「新規
出店者への金銭的補助」という誤った”薬“を処方
しているということになる。金銭的補助は、一面
では有効な支援であることには違いないが、果
たして把握している問題や原因とその対策の間
にミスマッチが生じていないか十分な検証が必
要といえる。

（2）地域商業を支援する人材とノウハウの不足
　7割以上の商店街が空き店舗による商店街の
魅力の喪失を認識しているにもかかわらず、6割
以上の商店街が空き店舗対策を講じていないと
いう調査結果が出ている。これは、当事者の認識
不足や危機感の欠如にのみその原因が集約され
るのでなく、質・量における人材の不足が大きな
障壁となっている可能性がある。そのことを7割
の商店街に事務局専従者が存在しないという調
査結果が裏付けている。多くの地域商業におい
て、人員や予算といった現実的な条件が整ってい
ないことに加え、蓄積されるべき知識やノウハウ
が不足することにより効果的な対策が見出せず、
策を講じかねている様子が容易に想像できる。

調査研究の成果は「国際フロンティア産業メッセ」でも発表され
多くの注目を集めた

ＳＣのテナント出退店数
（日本経済新聞社 2017年11月25日発表より）
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　9月5日、6日に、神戸国際展示場（神戸・ポートアイランド）で国際フロンティア産業メッセが開か
れ、中小企業診断士の知名度向上のために当協会もブースを出展した。5回目の出展となる今年は、
当協会で制作した「中小企業診断士の仕事」PR動画を公開、中小企業診断士の活動内容をアピール
した。また、会期中、出展企業64社にインタビューし、当協会のFacebookページに発信した。当日の
様子を写真で振り返る。

今年も国際フロンティア産業メッセに出展

会員16名が当協会の
ブース運営と

インタビューに参加

出展企業へインタ
ビューして魅力あ

る

出展企業を発掘

動画を写すディス
プレイを置き、

シンプルで大胆な
タペストリーを作

成

出展企業のVRを体験
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中小企業診断士の活動紹介動画で最優秀賞受賞中小企業診断士の活動紹介動画で最優秀賞受賞

　兵庫県中小企業診断士協会が制作した中小企業診
断士活動紹介動画が、一般社団法人中小企業診断協
会創立65周年事業として本部が募集していた「中小
企業診断士の仕事」PR動画で、最優秀賞を受賞しまし
た。近くYouTube上の中小企業診断士チャンネルに
掲載する予定です。さらにこの動画に当協会の活動内
容を紹介するコンテンツを追加した兵庫県バージョン
も作成、9月5、6日に開かれた国際フロンティア産業
メッセの協会ブースで初公開しました。

　応募総数は８件で、本部内に設置したPR 動画製作
委員会が審査しました。活動内容の具体性、人物の登
場度合い、的確なナレーションなどが高く評価された
ようです。審査結果並びに受賞者は以下の通りです。

【最優秀賞】１点
塔筋幸造（兵庫県中小企業診断士協会）
【優秀賞】　２点
廣野希（茨城県中小企業診断士協会／東京都中小企
業診断士協会）
河合正嗣（東京都中小企業診断士協会）
※上記は、すべて応募者名。当協会は理事・広報委員である
塔筋幸造名で応募しました。

本年度（令和元年 8月31日現在）の入会者・退会者は以下の通りです。
入会者（転入を含む）
松野 修二、奥澤 崇、稲谷 誠人、谷川 貴仁、白川 泰憲、衣笠 晴人、山極 基隆、吉田 貴司、坪田 昌彦
松長 由宇子、野田 真
退会者（転出含む）
土居 宗一、植田 明男、水谷 悠

入退会者のお知らせ（順不同・敬称略）

協会Facebookで出展企業を紹介、
ぜひ「いいね」とシェアを！

https://www.facebook.com/shindanhg/

（写真はすべて神戸市内で行われた撮影の様子です）
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―― まず、今の仕事から
教えていただけますか
　今年の4月に開業したば
かりで、まだ、中小企業診
断士としての仕事はこれか
ら、という状況です。協会か
ら紹介していただいたも
のを少しずつですがてい
ねいに対応しています。一
方で、前職が大手メーカー

の人事部門での研修担当ということもあって、研修・セ
ミナー講師が主な仕事になっています。こちらは、大手
企業、中堅企業の従業員の方を対象に、階層別・テー
マ別にいろいろなメニューの研修で講師をしていま
す。
　研修・セミナー講師の仕事はこれからも続けていき
たい仕事の一つですので、経営コンサルタントと両立
させつつ、コンサルタントの仕事を増やしていきたい
と考えています。

―― ちょうど会社を辞める直前に「プロコン育成塾」
に参加されていますね
　はい。その少し前、昨年4月に中小企業診断士として
登録ができ、コンサルタントとしての独立を考えてい
たところ、6月の「新入会員歓迎会」で塾の紹介があっ
て、すぐに参加を決めました。9月には退職が控えてい
て、今後の基礎固めにちょうどいいと思って申し込みま
した。
　実際に参加してみると、知識・スキル面での指導は
もちろんですが、それ以上に、プロとしての心構えや身
だしなみ、態度なども厳しく指導されました。私のよう
に特定の企業にずっと勤めていると、どうしても視野が
せまくなるのでしょうか、「こんな当たり前のこと気づ
かなかったのか」と、受講の度に驚くばかりで、毎回、反
省をさせられました。
　また、知識やスキルの講義内容も本当に深くまで指
導いただきました。当初思っていたのとは違い、「ここ

まで教えてくれるのか」と内容の深さや生々しい事例
に感心の連続でした。

―― ご自身の課題は見えてきましたか
　はい。仕事の上では、まず「自分の”売り”になるもの
を作る」ということだと考えています。具体的には、クラ
イアント企業に「イノベーション」を起こすこと、これを
“売り”にしようと思っています。
　もう一つの課題は、スピードです。大企業に長くいる
と、自分で決定し、自分から実行する、という機会が少
なくなります。新しい仕事環境に変わって、自分が「ス
ロースターター」であると思い知りました。意識的にス
ピードを上げ、自分で決めて自分で実行する、というこ
とに取り組みたいと思っています。

―― 今後はどのような「診断士像」を目指したいと考
えていますか
　これまで、社内でいくつかのイノベーションや業務
改革に取り組むという経験をしてきました。多くの方
が、イノベーションというと、革新性とか新規性といっ
た自社にない新しい何かを取り入れる、というイメー
ジを持っていると思いますが、実は、今ある経営資源
の組み合わせで、イノベーションというものは起こせ
る、と考えています。経営者の方だけでなく、従業員の
方も巻き込んで、自社の資源を再活用するようなイノ
ベーションを自分たちで起こす。その支援に関わるよ
うな仕事をしていきたいと考えています。

【プロフィール】
1963年1月生。早稲田大学商学部卒業後、ネスレ日本
(株)に入社。営業、広告・宣伝、市場調査、教育・研修など
の業務に携わる。2018年4月中小企業診断士登録、同
年9月ネスレ日本(株)を選択定年で退職。2019年4月ラ
イスブック・コンサルティングファームを立ち上げ独立
開業。趣味は古いロックと競馬。毎週末の競馬観戦が一
番の楽しみ。

ただいま修行
中

ただいま修行
中

米本 幸平 さん

クライアント企業の「イノベーション」を起こす

　今回ご紹介する方は、今年の春に開業したばかりという米本幸平さんです。前職の経験を活かし、
現在は主にビジネススキルをテーマにした研修・セミナー講師として活躍されています。

《第3回》 
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6月～9月

ニュース
■ 新入会員歓迎会＆会員交流会を実施
　6月22日、ザ・マーカス・スクエア神戸において、
新入会員歓迎会＆会員交流会を実施しました。当
日は、各委員会、各研究会の代表がそれぞれの活
動を紹介し、新しく仲間となった新会員の方々に積
極的な参加を呼びかけました。

■ 地域産業活性化研究会が丹波市のインバウンド事業に提言
　このたび、地域産業活
性化研究会は日ごろの研
究の成果として、丹波市
への報告書を作成・提出
しました。これを受け丹波

市・同市商工会は、この提言を当地域のみならず、広
く地域活性化に取り組む各団体役立つものとして公
開することとしました。
　なお、報告書は当協会の下記ページに公開されて
います。
https://www.shindan-hg.com/archives/2274

■ プロコン育成塾 第15期開講
　講師全員が現役のプロコン（中小企業診断士）、
受講生が実際の企業を直接診断・提言できる実践
的なカリキュラムなどが人気の「プロコン育成塾」第
1 5期がス
タートしまし
た。8月24
日、やる気
にあふれる
開講式が行
われました。

受託開発委員会
委員会開催日 主な議題

6月12日（水） 受託開発委員会会議開催；今年度の受託実績予測について

【事業報告】
令和元年度も会員皆様のご協力をいただきまして8月現在で今
年度末受託予想金額5千万円強となっています。今後とも何卒ご
尽力いただきますよう宜しくお願い申し上げます。

8月 7 日（水） 受託開発委員会会議開催；今年度の受託実績予測について

委員会開催日 主な議題

6月4日（火）

7月2日（火) 新入会員歓迎会、理論政策更新研修、経営診断実
務研修診断士の日イベント

総会・懇親会の振り返り、理論更新研修、新入会員
歓迎会新しいメーリングリストの検討

9月3日（火）
理論政策更新研修（前期振り返り）、経営診断実務
研修、新年会企画、診断士の日イベント

【事業報告】

8月6日（火） 理論政策更新研修、経営診断実務研修、新年会企画
診断士の日イベント、来年度の理論更新研修

新入会員歓迎会、理論政策更新研修（前期・後期）を実施しました。

委員会開催日 主な議題

６月24日（月）

７月22日（月）

【事業報告】

第３回から第５回までのスキルアップ・セミナーの
打ち合わせ、中小企業診断士の日の企画の検討
ほか
これまでのスキルアップ・セミナーの開催状況の
確認、今後のスキルアップ・セミナーの打ち合わ
せ、中小企業診断士の日および企業内診断士祭
の企画の検討、調査研究事業の進捗状況確認　
ほか

同　上

スキルアップ・セミナーは、毎回、熱心な受講者の方にご参加い
ただき、第4回まで開催しています。今後も、振るってご参加く
ださい。

・

8月26日（月）

委員会開催日 主な議題

6月10日(月)

7月 8 日(月) 診断ひょうご10月号企画、国際フロンティア産業メッセ出展等について

協会PR動画の作成、国際フロンティア産業メッセ
の企画等について

【事業報告】

9月10日(火) 国際フロンティア産業メッセ出展総括、診断ひょうご10月号校閲等

皆様方のご協力のおかげで、5回目となる「国際フロンティア産
業メッセ」への出展を無事終えることができました。ご協力いた
だきありがとうございました。
当協会で作成したPR動画を、本部が募集していた「『中小企業
診断士の仕事』PR動画」に応募したところ、最優秀賞を受賞し
ました。

・

・
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チャンスとは不思議なもので、一見すると面倒なこととセットでやってくることが多いものです。あるシステム会社の社長の弁に
寄れば、「税制が変わることはいつも面倒だと思っていたが、結果的にはその時に会社が飛躍するチャンスをもらった」と。10
月に消費税制が変わるのであれば、［前髪しかないチャンスの神様を捕まえる］と考えるのも良いのでは！（塔）

※開催日は原則、第１土曜日　時間 ： 14:30～17:00（1、5、8、12月除く）
※連絡先 ： 三村 光昭　QZE02753@nifty.com

①書籍紹介「生きている会社、
　死んでいる会社」
②事例発表「続・製造業の働き方改革」

県民会館10月5日(土)

未　定 未　　　　定 未　定11月9日(土)

①三村光昭氏
②岡村恵望子氏

ものづくり&ＳＣＭ研究会
日　  時 場　所 テ　ー　マ 講　　師

中小企業診断士の日 記念イベント  「午後は○○（まるまる）中小企業診断士の日」を開催します。
　11月4日は「中小企業診断士の日」。当協会では独自のイベント「午後は〇〇中小企業診断士の日」を下記のような内容で開催
します。
・日時　令和元年11月4日（月・祝） 13時30分より
・場所　神戸市産業振興センター 会議室901
・概要　第1部「基調講演　中小企業診断士の仕事とやりがい」
　　　  第2部「パネルディスカッション　中小企業支援機関と中小企業診断士」
　　　  第3部「グループワーク　LEGO® SERIOUS PLAY®による今日の振り返り」
　様々な立場の中小企業診断士や関係の深い支援機関からも関係者が集まり、仕事の面白さ、難しさ、やりがいなどをリアルに
語ります。また、現役の中小企業診断士だけでなく、資格取得を目指す受験生の方々も多数参加を予定しています。新しい仲間と
の出会いや、仕事のヒント、自己ＰＲの場などにご活用いただけます。

セミナー
スキルアップセミナー（会員研修委員会主催）

よくわかる！ 中小企業の
ための「事業継続力強化
（BCP）計画」策定講座

10月26日(土)
13:30～16：30

神戸市産業振興
センター801号室

※連絡先：代表　伊藤　康雄　ito@clrstm.co.jp

日　  時 場　　所 テ　ー　マ 講　師

福島　猛氏

支援者が知るべき、ひょうご
五国と地場産業（実地編）11月16日(土) 播州織物産地

（（有）小円織物）

日　  時 場　　所 テ　ー　マ 講　　師

コーディネーター
神姫バス(株)
地方創生担当課長
 中村嘉雄 氏

中小企業における IoT・AI・
ロボットの利活用の現状
および公的支援施策

12月7日(土) 
13:30～16:30

 神戸市産業振興センター
 802,803会議室

 (公財)新産業
創造研究機構
玉垣部長 他

協会行事

新年会（予定）2020年1月18日（土）

日　 　 時日　 時 場　　所 テ　ー　マ 講　師 行　事

今後の予定

診断技術向上研究会

事業再生における
助言スキルの向上10月10日(木) 神戸市産業振興センター802号室

※開催日 ： 原則第2木曜日　時間 ： 18:30～20:30
※連絡先 ： 代表 楠田 貴康（くすだ たかやす） tkusuda2002@gmail.com

日　  時 場　　所 テ　ー　マ 講　師

西口延良氏

  

Shobai Lab．（商業研究会）

商業支援事例発表10月17日(木)（株）けいえいまち事務所
※会場所在地：西宮市馬場町3-20-2F（最寄り駅：阪神西宮）
※開催日 ： 毎月第3木曜日　時間 ： 18:30～21:00
※連絡先 ： 代表  木之下尚令　info@ut-mana.jp

日　 時 場　 　 所 テ　ー　マ 講　師
吉川祐介氏 他
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地域産業活性化研究会

RESASを活用した観光
まちづくり調査：宍粟市
RESASを活用した観光
まちづくり調査：宍粟市

10月2日(水) 神戸市産業振興センター804号室

※開催日 ： 原則第１水曜日　時間 ： 18:30～20:30
※連絡先 ： 代表  大場 一正　kohba@alles.or.jp ※今年度の募集は締め切りました。

日　  時 場　　　所 テ　ー　マ 講　師
研究会員
全員

11月6日(水) 神戸市産業振興センター804号室
研究会員
全員

ＨＯＯ経営研究会

中小企業の事業承継、
Ｍ＆Ａについて11月19日(火)

10月開催無し
神戸市勤労会館
404号室

代表 福島 繁　開催日は原則、奇数月第3火曜日
※連絡先 ： 加藤慎祐 MLD11291@nifty.com、 稲垣賢一 inagakik@crlion.co.jp

日　  時 場　　所 テ　ー　マ 講　　師

高橋秀仁氏 他

※各スケジュールは変更になることがあります。

兵庫県民会館
調査手法の研究

（アクションリサーチ）10月1日(火)

ＨＲＭ研究会（Human Resource Management 人的資源管理） 

企業内診断士について、各方面からの協力を得ながら研究活動を実施しています
※開催時間 ： 原則第１火曜日
　会議室使用 ： 19:00～21:00　ネット会議 ： 20:00～21:00
※連絡先 ： 瓶内栄作　e-kameuchi@plus-logista.com

日　 時 場　　所 テ　ー　マ 講師（進行役）

松浦敏貴氏

青年部会

①融資とリースの違い
②診断士資格者が直面する２代目
　後継者としての課題

10月7日（月） 神戸市
勤労会館

※開催日 ： 原則、第1月曜日　時間 ： 19:00～21:00
※参加資格 ： 49歳以下の会員
※連絡先 ： 東松 英司　e.toumatsu.7m@gmail.com

日　 時 場　所 テ　ー　マ 講　師

①中島正貴氏
②白川泰憲氏

神戸市産業振興
センター905号室 調整中11月11日(月)

プロコンスキル研究会

開催日は原則、奇数月の第２月曜日　時間 ： １８：３０～２０：３０
※連絡先 ： 板垣 大介　d.itagaki@logi-ya.jp
（参加はプロコン育成塾修了者と講師に限ります）

日　  時 場　　　所 テ　ー　マ 講　師

井上陽介氏
吉田喜彦氏

10月開催無し

中小企業診断士の日 
特別イベント「午後はマル
マル中小企業診断士の日」

11月4日（月・祝）
13:30～17：30

神戸市産業振興
センター901号室

小畑秀之氏　
ほか


